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の対立と中和についての畠山 (2007) の記述をまとめる。 
 
1.1. 井上 (2001)  











1.2. 畠山 (2007)  
高知方言では「ル形: ユウ形: チュウ形」によって順に、<完成相 (限界達成)>、<不完成
相 (限界達成前)>、<パーフェクト相 (限界達成後)>が表現されるという。 
 例えば、共通語で「太郎が窓を開けている」と表す状況を高知方言では次のように言う。 
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(1a) 太郎が窓を開けユウ。<不完成相> (太郎が今まさに窓を開けているところである。)  
(1b) 太郎が窓を開けチュウ。<パーフェクト相> (太郎が窓を開け、窓は今も開いている。)  
[筆者作例] 
 









表現形式 アスペクト的意味 例文 
おル 完成 (2a) あの子は、自分の部屋にしばらくおルぜぇ。 
おりユウ 不完成 (2b) あの子は、自分の部屋にしばらくおりユウぜぇ。 
おっチュウ パーフェクト (2c) どうもあの子、あの日、自分の部屋にしばらく
おっチュウぜぇ。 








(4) いや、弘史がまだおりユウ。                 [畠山 (2007: 69)] 
 
   (2c) は、「あの子が部屋にいたという痕跡が発話時に残っている」ことを表現し、「痕
跡の存在」というパーフェクトを意味している。存在動詞のチュウ形はパーフェクトしか
意味しない。 
[畠山 (2007: 68-69) を要約] 
 
1.2.2. 「ある」のアスペクト対立 
「ある」のル形・ユウ形・チュウ形の対立について、畠山 (2007: 69) の記述をもとに表
                                                        
1
 例文 (3)、(4) の「いや」は、高知方言では発見や驚きを表すのに用いる。 
 
高知方言のアスペクト―存在動詞を中心に― 




表現形式 アスペクト的意味 例文 
あル 完成 (5a) なんぼかつらいことがあルろうねぇ。 
ありユウ 不完成 (5b) なんぼかつらいことがありユウろうねぇ。 
あっチュウ パーフェクト (5c) なんぼかつらいことがあっチュウろうねぇ。 




























先行研究や 2 つの予備調査をふまえてアンケート調査を行った。 
 アンケートの回答には許容度を尋ねる方法をとった。提示した表現について、ごく自然
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 コンサルタントは高知市近郊に在住の 15~81 歳の男女 54 名 (男性 31 名/女性 23 名、以
下カッコ内は順に男女の人数を表す) である。このうち、18 歳まで別の土地で過ごした人
や回答方法が間違っていた 10 名の回答を無効とし、有効な回答票は 44 (24/20) あった。有
効な回答者の年代ごとの内訳は、10 代 6 名 (0/6)、20 代 7 名 (4/3)、30 代 12 名 (10/2)、40
代 8 名 (4/4)、50 代 7 名 (4/3)、60 代 1 名 (0/1)、70 代 2 名 (1/1)、80 代 1 名 (1/0) である。
アンケートを作成する上で着目した点などを表にまとめる。 
 
表 3: 本調査の設問テーマとポイント 
テーマ 設問 状況 ポイント 







2-1. 蜂 動物と人間でアスペクトの使い分けに 
差があるかどうか。 2-2. 太郎 





差があるか。 3-2. 短期・韓国 
4-1. 長期 (永住)・東京 永住か期間限定か 

























                                                        
2
 実際に用いたアンケートでも設問番号が 5-1. となっているが、5-2. があるわけではなく 5. の誤りであ
ることをことわっておく。 
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3.2.1. <動作開始の直前>の段階によるアスペクトの使い分け 
 
設問 1-1. 運動会が行われる二日前。「明後日運動会がある」 
設問 1-2. 運動会が行われる前日の夜。「明日運動会がある」 














設問 3-1. 今、太郎が 2 泊 3 日の合宿に室戸に行っている。太郎の居場所を尋ねられ、次の
ように答える。「太郎は今室戸にいる」 
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「存在の期間」を短期と長期で比べると、長期の方がユウ形の許容度が高い。ユウ形を
短期で◎にしたのは 5 人だったが長期では 14 人であった。すなわち、先に指摘した「存在


























図 2: 設問 5-1. 
 














































































































りも高いが、30～40 代と 50 代以上ではユウ形よりも低い。このように、若い世代に顕著に
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